
＜３年保育実習＞
11月5日（水）に3年1組、6日（木）に3年2組が、家庭科の学習の一環として紫雲寺

保育園で保育実習を行いました。園児の皆さんとレクリエーションをしたり、絵本の
読み聞かせをしたり、歌を披露したりと、短い時間ながら充実した交流となりました。
３年生の中には、将来、保育士を目指している生徒もいることと思います。今回の

実習で得た気づきや学びを、今後の進路選択にもぜひ生かしてほしいと願っています。
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＜紫雲寺地区芸能音楽祭＞
11月9日（日）、紫雲寺地区公民館にて紫雲寺地区芸能音楽祭が開催されました。本

校からは音楽部が参加し、リコーダー演奏を披露しました。
音楽部は、４名という少人数ながら、日々一生懸命練習に取り組んでいます。
12月６日（土）には南魚沼市で行われる県リコーダーフェスティバルに出場し、こ

れまで積み重ねてきた成果を発表する予定です。今後も、音楽部の活躍にぜひご注目
ください。

＜臨時ツキノワグマ出前授業＞
11月10日（月）、紫雲寺地区でもクマの出没が確認されたことを受け、新発田市農

林水産課ならびに教育委員会学校教育課へ依頼し、臨時の「ツキノワグマ出前授業」
を実施しました。授業では、クマの習性をはじめ、私たちが日頃から意識すべき「近
寄らない・近づけない・会わない」ための具体的な対策について、分かりやすく教え
ていただきました。その後、12時過ぎには実際に紫雲寺地区公民館付近でクマの出没
情報があり、学校全体が一層の緊張感に包まれる一日となりました。



＜保小中合同避難訓練＞

＜明るい選挙出前授業＞

11月11日（火）、保・小・中合同避難訓練を実施しました。今回は地震・津波を想
定した訓練で、本来であれば二次避難として保育園年長児・小学生・中学生が中学校
３階へ垂直避難する予定でした。しかし、前日のクマ出没情報と悪天候が重なったた
め、各施設ごとでの避難訓練へと変更して行いました。
中学生は、一次避難した後、３階への二次避難を実施しました。その後、市防災専

門官・髙橋様より、避難の在り方や自分の身を守るために日頃から意識しておくべき
ことについてご講話をいただきました。
今回は中学生のみでの避難となりましたが、実際に地震が発生し避難が必要となる

場合、園児・小学生だけでなく、地域の方々も紫雲寺中学校へ避難して来られます。
その際には、これまでしっかり訓練を積んできた中学生の皆さんが率先避難者として
周囲を導き、声をかけ合いながら多くの命を守ってくれることを期待しています。

11月18日（火）、新発田市選挙管理委員会の皆様を講師にお迎えし、３年生を対象
とした「明るい選挙出前授業」を実施しました。
授業では、選挙の意義や投票の大切さについてわかりやすくお話をいただいた後、

実際の投票箱や記載台を用いて模擬投票を体験しました。生徒たちは、選挙の仕組み
や自分たちの一票が社会をつくることにつながるということを、体験を通して実感し
ていました。
また、投票する際に大切なことや、将来18歳になって選挙権をもつことへの意識に

ついても考えるよい機会となりました。今回の学習を通して、自ら社会に参加してい
く姿勢が少しずつ育っていくことを期待しています。

＜新発田市ジュニア展絵画作品＞
第53回新発田市ジュニア展・絵画部門において、

２年生の阿部 冴さんの作品が優秀賞を受賞しました。
おめでとうございます。
作品は、生涯学習センターにて、30日（日）まで

展示されております。ご都合のつく方は、ぜひご鑑
賞ください。



＜１２月の予定＞ ※変更になることもあります。ご了承ください。

１日（月） 生徒朝会 ９日（火） フッ化物洗口、作品展準備

２日（火） フッ化物洗口、３年実力テスト １年地域活性化プロジェクト

３日（水） 専門委員会
10日（水）～15日（月）

学期末面談、作品展

４日（木） 確かな学力支援訪問 16日（火） フッ化物洗口

２限全クラス参観
３限１－１授業公開

17日（水） 裁判官による出前授業（３年3・４限）

６日（土） 県リコーダーフェスティバル 18日（火） SC来校日

音楽部参加（南魚沼市民文化会館） 23日（火） フッ化物洗口

８日（月） 預り金引落日、職員会議 24日（水） 終業式

＜ふるさと小煮物づくり＞
11月20日（木）、21日（金）に、新発田市食生活改善推進委員協議会の皆様のご支

援をいただき、「ふるさと小煮物づくり」を実施しました。
実習では、地域でとれた食材を使いながら、正しく安全に調理を行うことを大切に

し、委員の皆様から丁寧な助言や技術指導をいただきました。生徒たちは、郷土料理
の持つ良さや、食材が身近な地域で生産されていることへの理解を深めることができ
ました。
また、地産地消の意義や、地域の食文化を大切にすること、そして日々の食生活を

見直し改善していく大切さについて考える貴重な機会ともなりました。今回の学習を
通して、食を通じて地域とつながる意識をさらに高めていってほしいと思います。

＜ゼロカーボンに向けて＞
2020（令和2）年10月26日、国は「2050年までに温室効果ガスの排出を全体としてゼ
ロにし、脱炭素社会を実現する」ことを宣言しました。これを受けて、新発田市でも
「ゼロカーボンシティ宣言」を行い、国と歩調を合わせて脱炭素社会の実現を目指す
姿勢を示しています。本校においても、環境委員会を中心として、地球環境を守るた
めの取組を進めています。
今年度は、生徒玄関前に百日草のプランターを設置したほか、ゴーヤの栽培にも取

り組みました。また、教室で不用
となった古紙の回収も継続して行
っています。今後も、身近な活動
を積み重ねながら、持続可能な社
会づくりについて考え、行動して
いけるよう取り組んでいきます。


